大学生、 三 浦 憲治君 は、 ことしの 十二月に 大学 を卒 

業し、 卒業と 同時に 故郷へ 帰り、 徴兵検査 を 受けた。 

極度の 近視眼の ため、 ^種でした、 恥ずかしい 気がし 

ます、 と 私の 家へ 遊びに 来て 報告した。 

「田舎の 中学校の 先生 をし ます。 結婚す るか も 知れ ま 

せん。」 

「もう、 きまって いるの か。」 

「ええ。 中学校の ほう は、 きまって いるので す。」 

「結婚の ほう は、 自信 無し か。 極度の 近視眼 は 結婚の 

ほうに も 差支える か。」 

「まさか。」 三 浦 君 は 苦笑して、 次の ような 羨 やむべき 



を 読んだ のよ、 い いわねえ、 いいえ、 あたし なんかに 

は、 わからな いの、 でも サフォ は 可哀想な ひとね、 兄 

ちゃん 知って るでしょう？ なんだ、 知らない のか。」 

やはり、 どうに も、 うるさい ので ある。 律 子 は、 台所 

で 女中た ち と共にお 膳の 後 片附け やら、 何やら かやら 

で、 いそがしい。 ちっとも 三 浦 君のと ころへ 話しに 来 

ない。 三 浦 君 は 少し 物足りなく 思った。 

あくる 日、 三 浦 君 は、 おいと ま をした。 バスの 停留 

所まで、 姉と 妹 は 送って 出た。 その 途々、 妹 は駄々 を 

こねて いた。 一緒に バスに乗って 船 律までお 見送りし 

たいとい うので ある。 姉 は 一言の もとに、 はねつけた- 



の ほうに は 一瞥 も くれなかった という。 降りて その ま 

ま、 バスに 背 を 向けて 歩き 出した。 貞子 は、 あわて そ 

そくさと 降りて、 三 浦 君の ほう を 振り返り 振り返り、 

それでも 姉の 後に 附 いて 行った。 

三 浦 君の バス は 動いた。 いきなり 妹 は、 くるりと こ 

ちらに 向き 直って 一 散に K けた。 バス も 走る。 妹 は、 

泣く ように 顔 を ゆがめて 二十 メ— トルく らい 追い かけ 

て、 立ち どまり、 

「兄ち やん！」 と 高く 叫んで、 片手 を 挙げた。 

以上 は、 三 浦 君の 羨 やむべき 艷 聞の 大略で あるが、 

さて 問題 は、 この 姉と 妹、 どちらに したら いい か 三 浦 



タ 饗応の こと 多くして 心 いりみだれ、 御 許に 進みより 

て 言 ふ 「主よ、 わが 姉妹 われ を 一 人の こして 働かす る 

を、 何とも 思 ひ 給 はぬ か、 彼に 命じて 我 を 助けし め 給 

へ」 主、 答へ て 言 ふ 「マルタよ、 マルタよ、 汝さ まざ 

まの 事に より 思 ひ 煩 ひて 心 労す。 され ど 無くて なら 

ぬ もの は 多から ず、 唯一 つのみ、 マリヤ は 善き かた を 

選びたり。 此は 彼より 奪 ふべ からざる ものな り。」 (ル 

力 伝 十 章 三 八 以下。) 

私 は、 ただ 読ませた だけで、 なんの 説明 も附 加し な 

かった。 三 浦 君 は、 首をかしげて 考えて いたが、 やが 

て、 淋しそう に 笑って、 「ありがとう。」 と 言った。 
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